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学園の設立経緯等を教えてください。
　当学園は「第二次世界大戦後の荒廃した沖縄
の復興のため、人材の育成が急務である」との、
９名の創立時理事の理念の下、1962 年に設立
されました。1985 年に興南中学を開校し、県
内初の中高一貫校となり、現在に至っておりま
す。
　2022 年２月には創立 60 周年を迎えました。
その記念イベントとして伝統芸能やスポーツな
どの各界で活躍する同窓生を迎え、「春の祭典」

を開催し、その収益を能登半島地震被災者への
義援金や新図書館の図書費に充てました。
　2023 年４月に私は校長職を辞し、諸見里明
氏（前職：昭和薬科大学付属高校・中学校校長）
を後任の校長として迎え入れ、現在の経営体制
となりました。

我喜屋理事長のこれまでの人生や学園に赴任す
ることとなった経緯を教えてください。
　私の人生のテーマは「ディスポート」です。
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学校法人興南学園学校法人興南学園
理事長 理事長 我喜屋　優 我喜屋　優 氏氏

　学校法人興南学園は1962年に設立された沖縄県内で最も歴史のある私立学校である。「南」を「興」
す、沖縄県のリーダーとなり得る人材の育成を目指し、生徒の自主性を育む独自の教育プログラムを
展開している。2010年には高校野球の甲子園春夏連覇を達成し、一躍話題となった。また、近年で
は難関大学への合格者が増加しており、「文武両道」に取り組む学校としても注目を集めている。今回
は野球部監督であり、同学園の理事である我喜屋理事長を訪ね、学園の設立経緯等や教育方針、今後
の展望等についてお伺いした。
	 インタビュー　　城間　　櫻
	 レポート　　我謝　和紀
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ディスポートとは「港を離れる」という意味で、
同じところに留まらず、様々な所に行き、挑戦
する姿勢を表しています。私は玉城村（現：南
城市玉城）の出身であり、幼い頃は「海の向こ
うには何があるのだろう。」と考えながら過ご
しました。親元を離れ養子として那覇で過ごし
た時期もありました。そういった幼少期の経験
から私の「ディスポート精神」が育まれたのだ
と思います。
　中学時代はバスケットボールや陸上部に所属
し、興南高校に入学後、初めて野球部へ入部し
ました。1968 年の夏、興南高校の野球部とし
て全国大会（夏の甲子園）に出場し、沖縄県勢
初のベスト４に進出しました（興南旋風）。
　高校卒業後、社会人野球の名門である大昭和
製紙㈱（現：日本製紙㈱）に入社しました。北
海道を拠点に活動し、野球一筋の人生となりま
した。
　現役引退後、34 年間過ごした北海道を離れ、
妻と沖縄に戻ろうかと考えていたところ、当学
園の当時の理事長から興南高校野球部の監督就
任の打診をいただきました。当時の興南は甲子
園から長らく遠ざかっており、部員も少なく、

理事会では野球部をなくそうという意見もあっ
たそうです。最初はためらいましたが、妻の後
押しもあり、2007 年に野球部の監督として当
学園へ赴任いたしました。

我喜屋理事長の人間力の育成を重視した教育方
針が「我喜屋イズム」として注目されています。
　野球部の監督として最初に手掛けたことは、
整理整頓、時間厳守などの精神面の強化でした。
　「小さな気づきが大きな成功につながる」こ
とを諭し、寮での１日の時間の使い方などを指
導しました。朝の散歩で一人一人歩きながら、
見たこと感じたことの１分間スピーチを実施。
そうすると部員が自主的にゴミを拾ってくるな
どし、徐々に意識の変化が見られました。
　練習時も目標設定から実行、反省、改善とい
うサイクルを意識させ、小さな成功体験を積み
重ねた結果、2010 年には甲子園の春夏連覇を
成し遂げました。
　2010 年に理事長へ就任、2011 年に興南中
学・高校の校長へ就任してからも、時間節約委
員会や学力向上委員会など学生が主導で進める
委員会の設置などを手掛け、生徒の自主性を育

興南中学校・高等学校 校舎興南中学校・高等学校 校舎
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む教育に努めてまいりました。
　そのような、技術よりも精神面を重視し、人
間力の向上を目指す姿勢が「我喜屋イズム」と
して受け継がれていると思います。

学園の教育プログラムや特色について教えてく
ださい。
　当学園の教育コースは主に「フロンティア
コース」、「特別進学コース」、「総合進学コース」
の３コースに大別されます。
　「フロンティアコース」は中高一貫のコース
です。難関大・私大への進学を目標としており、
地域の独自の文化や特性を世界に貢献・発展さ
せる人材（グローカル人材）の育成を目指しま
す。中高一貫教育により、中学・高校の枠組み
にとらわれず、各教科の先取り学習が可能とな
り、受験対策に有利になります。また、指導が
継続的に行われることにより個々の特性や能力
を把握し、より適切な進路指導を行うことがで
きます。
　「特別進学コース」及び「総合進学コース」
は高校入学からの３年制コースです。前者は難
関大・私大への進学を目標としており、大学入

学共通テスト受験が全員必須となっておりま
す。後者は全国トップレベルの部活動に所属し
ながら、大学進学を目指すコースです。プロス
ポーツ選手や日本代表選手など多数輩出してい
ます。
　その他、生徒自身で学習計画や生活管理し、
振り返りができる学習帳の活用や、様々な探究
活動を通して生徒の思考力・表現力や自主性を
育む独自の取り組みを行っており、それらが功
を奏し、難関大学などへの合格者も増えていま
す。
　当学園の一番の特色は、同じフロアに東大を
目指す生徒やスポーツでオリンピックやプロを
目指す生徒が共存する「多様性」です。
　当学園がお互いを尊重し理解し合える空間に
なっていっていることは、理事長として大変う
れしく思っており、昨今の社会や教育界の流れ
にも通じるところがあると考えています。

学業のみならず様々な部活動でも実績を残して
いると伺いました。
　野球部のみならず、男子ハンドボール部・男
子空手部・射撃部にて全国優勝の経験がありま

中高一貫教育により各教科の先取り学習が可能中高一貫教育により各教科の先取り学習が可能 生徒の「多様性」が特色生徒の「多様性」が特色

野球部ミーティング野球部ミーティング 毎週月曜日に地域清掃活動を実施毎週月曜日に地域清掃活動を実施
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　す。他にも男子バスケットボール部、男女剣道
部、男女弓道部、男女ゴルフ部など、全国上位
をうかがう部活動もあります。
　当学園の卒業生は２万５千人を超え、政財界・
医学・教育・芸能・スポーツ界など、幅広い分
野で活動しています。
　2020 年の東京オリンピック空手種目にて金
メダルを獲得した「喜友名　諒」選手もその一
人です。

教育者として大切にしている事はありますか。
　一番は「人間力」の育成です。野球部の部員
には、「野球は９回で終わるが、その先の社会人
としての人生はずっと続く。人生のスコアボー
ドの勝者になってほしい。」と伝えています。
スポーツも学力も豊かな人間性が基本となって
おり、日常生活の基本をおろそかにしないこと、
そして自分だけでなく周りのことも考え、主体
的に行動することの大切さを生徒に伝えていま
す。
　また、過去の失敗から学ぶ姿勢も大事です。
　逆境は乗り越えたら友達・宝になると考えて
います。生徒には「人生の失敗は忘れるのでな

く、傍線を引きなさい。それを丸に変えるには
どうすればいいか。」という事を伝え、改善に
向けて考えさせるようにしています。
　様々な経験を通して、人間力を磨き、沖縄を
世界に発信できる人材になってもらいたいです
ね。

最近では教員による行き過ぎた指導やパワハラ
が問題視されています。
　指導者は言い聞かせることはあっても、暴力
は絶対にいけません。方言でいう所の「意地ぬ
出じら手引き、手ぬ出じら意地引き（腹が立っ
たら手を納め、手が出そうになったら怒りを納
めなさい）」という姿勢が大事です。
　また、怒りっぱなしだと余計に反発がある事
もあるので、生徒一人一人の個性に応じた指導
が必要だと考えています。

社会貢献活動として取り組んでいることはあり
ますか。
　毎週月曜日の朝および台風後の地域清掃活
動、年末の那覇マラソンでのボランティア活動、
ＣＧＧ運動への参加などを通して、地域との交

野球部メンバー野球部メンバー グラウンドの人工芝を張替えグラウンドの人工芝を張替え

甲子園春夏連覇の記念碑甲子園春夏連覇の記念碑 学園創立 60 周年を記念して新図書館を建立学園創立 60 周年を記念して新図書館を建立
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流を図り、社会と繋がる大切さを実体験させて
います。
　また、このような取り組みを下記の「７つの
ビジョン」として職員へ共有し、実践をお願い
しています。

【７つのビジョン】
１．創造力と探究心を持ち、現代社会を生き抜

くための教養を修得させる。
２．人生を切り開く自主性と責任ある行動力、

基本的な生活習慣を身につけさせる。
３．文武両道を通して、公正な判断と率先垂範

的な行動ができるようにする。
４．国際社会で己を表現し行動できるよう、日本・

沖縄の伝統文化を理解し誇りを持たせる。
５．ハートフル教育を総合学習で実践し、道徳

心の高い人間力を培う。
６．「整理・整頓・清潔・清掃・躾け」（５Ｓ）

の５つの力を磨き、気付きの力を高める。
７．キャリア教育を通して社会的存在価値を体

得し、社会のどの分野でも活躍できる人間
作りを行う。

今後の展望について教えてください。
　今後も沖縄の次世代を担う人材の育成を目指
します。文武両道を目指し、受験対策カリキュ
ラムの充実などに取り組み、国公立大学等の合
格者の増加を目指します。
　また、グラウンドの人工芝張替え工事も終了
し、より良い教育環境の実現と地域社会との共
存共栄を図るため環境整備にも取り組んでいき
ます。

最後に
　当学園は 1962 年の設立以来、地域の皆様に
支えられ、2022 年２月に創立 60 周年を迎え
ました。今後も「地域とともに歩む学校」とし
て邁進していく所存ですので、今後とも学校法
人興南学園をどうぞよろしくお願い申し上げま
す。

法人概要

商　　　 号：

住 　 　 　  所 ：
連  絡  先 ：
設　　　　 立：
役 　 　 　 員：

生 徒 数：

U　　R　　L：

学校法人興南学園　興南中学校・
興南高等学校
沖縄県那覇市古島１- ７- １
TEL　098-884-3293
1962 年２月
理事長：我喜屋　優
校長：諸見里　明
興南中学校　　479 名
うち令和６年度入学者数 164 名

（定員 160 名）
興南高等学校　1,036 名
うち令和６年度入学者数 363 名

（定員 360 名）
※ 2024 年４月１日現在
https://konan-h.ed.jp/ 

卒業生の進学状況（令和６年度）
　国公立大学　現役合格者数　69 名
　４年制大学合格者数　331 名今後とも学校法人興南学園をどうぞよろしく今後とも学校法人興南学園をどうぞよろしく

お願い申し上げます。お願い申し上げます。
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企業探訪

　株式会社琉佐美は、県内で 8 か所のネイルサ
ロンを運営する企業である。社長のトンケリー
氏は個人事業として 18 年間ネイル業を営んだ
後、2021 年 8 月に法人化し、現在に至る。サ
ロン経営の他にも職業能力開発校でのネイリス
ト人材の育成や、プロスポーツチームへのアス
リートネイルの施術等、幅広く事業を展開して
いる。今回は北谷町北谷にトンケリー社長を訪
ね、人材育成や社会貢献活動への想い、今後の
展望等についてお話を伺った。

ネイル業界の可能性を見出す
　トンケリー社長は広島文教女子大学（現・広
島文教大学）を卒業後、経済産業省中国経済産
業局、中国総合研究所等に在籍した。その後、
次第に元々興味のあったネイリストへの道を志
すようになり、市場調査を元にした販売促進や
新規事業の研究等に従事する中で経営の感覚を
磨いていった。
　ネイル業界に転向したのは 2005 年、広島の
地でネイルサロン「Nail Dear」を立ち上げた。
2011 年には夢だった故郷沖縄での事業展開の
ためにサロンを譲渡。新たに南風原町にて「Nails 
beauty Castle」をオープンした。
　沖縄での再出発は苦労も多かった。「当時は

ジェルネイルが今ほど浸透しておらず、軌道に
乗るまでには 2 年ほどかかりました」とトンケ
リー社長は振り返る。それでも、右肩上がりに
成長するネイル業界の発展を信じ、これまでに
培った経済知識とスキルを活かして事業は徐々
に拡大。現在ではスタッフ 75 名を抱える企業
となっている。

大切なのは一人ひとりのスタッフに寄り添
うこと
　同社では働きやすい職場づくりに特に注力し
ている。代表的な取り組みが、能力評価制度だ。
自己評価と他己評価に加え、資格取得のステッ
プアップを評価し、ランキング付けをしている。
そのうえで家庭環境や個人のライフスタイルを
ヒアリングし、無理のない働き方を提案し契約
をする。女性の多い職場だからこそ、子供の成
長や家庭環境によって変化する働き方を常に変
更している。その中で、10 を超えるネイルの
技術資格をどれだけ取得できたかも加えて評価
する。家庭や子育ての悩みは、働き方にも大き
く影響する。スタッフの心の変化をキャッチし、
それぞれに合った働き方や目標を一緒に考える
ことで、全員が生き生きと無理なく働ける状態
を目指している。
　「心身が健康で、居心地の良い職場環境が整っ
ていると、おのずとモチベーションもアップし
ませんか」とトンケリー社長は笑顔で語った。

地域のネイリスト育成に貢献
　シングルマザーや妊娠中の女性でもわけ隔て
なく本人の人間性を採用の基準にしている同社
は、過去には産休３か月前のスタッフを採用し

株式会社琉佐美
「ネイルを通じて女性の自立を
応援したい」ネイル業界の発
展を女性の力で牽引するべく、
挑戦を続ける。

事業概要
○代表取締役　トンケリー 美由紀
○本 社 住 所　北谷町北谷 1-1-5 シティコウワビル 1F
○ H　　　P　https://castle-okinawa.jimdofree.com/
○ T 　 E 　 L　098-800-1083
○ E m a i l　ryusabi@gmail.com

代表取締役 トンケリー 美由紀 氏

企業探訪 Vol. 10
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た実績もある。働く時期がいい悪いではなく、
この人が復帰したあと、活躍してくれるかの判
断をしっかりし、5 年 10 年先を見据えて採用
を検討することが多い。
　また、同社は沖縄県委託訓練でネイリスト養
成科を開講し、ネイリスト人材の育成にも携
わっている。「学歴や職歴に関係なく勝負でき
るネイリストという職業は、人生を変えるきっ
かけにもなる」とトンケリー社長は語る。訓練
卒業生の中には、今ではネイリストとしてリー
ダーシップを発揮するまでに成長を見せている
スタッフもいるという。さらに訓練校の講師は、
現場を卒業したベテランネイリストが務めてい
る。こうして、技術習得から現場経験、指導者
としての活躍まで、同社ではネイリストが安心
して長く働ける仕組みを整えている。

アートだけではない爪の「ケア」
　同社の特徴的な取組みの一つに「アスリート
ネイル」がある。巻き爪等の爪のトラブルに対
応するアスリートネイルは、怪我の予防や、指
先の感覚が研ぎ澄まされることによりパフォー
マンス向上に繋がる。同社ではバスケットボー
ルや野球等のスポーツチーム、選手個人との契
約があり、指先から選手の活躍をサポートして
いる。
　スポーツ選手のみならず、爪のケアは男性や
高齢者を含む一般層にも浸透しつつあり、米軍
基地内に構えるサロンでは顧客の 3 割が男性
だという。日本ではファッションを目的とした
アートネイルが主流だが、米国では爪のケアも
既に一般的となっており、今後は日本でも需要
拡大が見込まれる。

ネイル技術を活かしたボランティア活動
　ネイルとスポーツ業界との親和性を見出し、

スポーツイベントでのボランティア活動も積極
的に実施している。過去 3 回、琉球ゴールデン
キングスの試合のレディースデーに参加し、来
場者にキングスのキャラクターのデザインネイ
ルを無料施術しているほか、2023 年には夏の
FIBA バスケットボールワールドカップにて沖
縄アリーナで選手を応援するファンにボディペ
イントを施し、その収益の一部を県ユネスコ協
会へ寄付した。
　こうしたボランティアの取組みは、スタッフ
同士の交流の場としての役割を果たし、組織と
して士気が上がるきっかけにもなるという。サ
ロン経営にはスタッフ間の助け合いの精神が欠
かせない。今後もボランティア活動を通じて、
社会貢献を果たすと同時に、スタッフの団結力
強化を図りたい考えだ。

女性の自立を応援したい
　近い将来、海外展開を見据えているトンケ
リー社長。その想いを力強く語ってくれた。「日
頃から多くの女性と接していますが、頑張って
いるにも関わらず、どこか自分に自信がない方
が多くいらっしゃいます。ネイリストという資
格は自信を与えてくれますが、もっと会社とし
てできることがないだろうかと考えるようにな
りました。そこで海外サロンをオープンし、転
勤という形で海外生活の機会をスタッフに提供
できればと構想しています。未知の世界に一歩
踏み出す経験は、視野を広げ、自分の人生に自
信が持てるきっかけになると思うのです」
　トンケリー社長の信念は「ネイルを通じて、
沖縄の女性の心の自立を支える」こと。今後益々
の発展が見込まれるネイル業界を牽引し、女性
活躍に大きく貢献していくであろう株式会社琉
佐美の活動にこれからも注目していきたい。

（レポート　城間櫻）

castle 南風原本店 技術力の高いスタッフが多数在籍 ボディペイントの収益をユネスコへ寄付
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はじめに 

　皆様、こんにちは。琉球銀行法人事業部より

台湾の則和企業管理顧問有限公司へ赴任してお

ります金城俊です。台湾は梅雨入りして雨の日

が多く折り畳み傘が必須で、最近、最寄りの

駅中には傘専門店ができていました。気温は

30℃を超えることもあり、沖縄より暑く感じ

ます。

　徒歩通勤は暑くて厳しいためシェアサイクル

で通勤していると、不思議な光景を目にしまし

た。銀行やお店の前にお菓子やジュースなどの

お供え物が置かれ、線香が上げられているので

す。台湾の商売人は土地の神様を信仰している

人が多く、旧暦の 2 月 2 日が土地の神様の誕

生日であることから、毎月旧暦の 2 日と 16 日

は商売繁盛のために供え物を用意して祈る習慣

があるようです。歴史や文化を大切にする台湾

人の様子を改めて垣間見ることができました。

今回はそんな台湾で開催された、歴史のある

WUB ミーティングと台湾の伝統芸能について

レポートいたします。

　WUB ネ ッ ト ワ ー ク と は、Worldwide 

Uchinanchu Business Network( 世 界 ウ チ

ナーンチュ・ビジネス・ネットワーク ) の略称

で、世界各地で活躍する県系人や沖縄をキー

ワードに WUB 活動に賛同するメンバーによっ

て組織されています。このネットワークは、ウ

チナーンチュが主体となる国際的なビジネス活

動や交流を促進することを目的としています。

現在、ハワイ、南米、北米、中米、日本、アジ

アに支部があります。1997 年のハワイでの設

立大会から現在まで毎年ミーティングが開催さ

れており、各支部会員の絆を深めるとともに、

それぞれの課題や情報を共有する機会となって

います。今年は台湾で開催され、WUB 台湾を

中心に世界各国から関係者一同約 70 名が台湾

に集結しました。５月 18 日に開催されたネッ

トワークミーティングでは各支社の活動報告の

ほか、WUB の今後の活動や可能性について議

論がなされていました。各地で沖縄商品紹介や

観光 PR を行うための展示会などを開催してお

り、ブラジルでも沖縄物産展が開催されている

ことに驚きました。

　夕方に開催された交流会では、各支部会長か

レポーター
金城　俊

（琉球銀行法人事業部）

則和企業管理顧問有限公司
( ※弊行業務提携先 / 台湾現地コンサ
ルタント会社 ) へ赴任中

vol.151

WUB台湾・台湾伝統芸能に
ついて

１．WUB 台湾開催

銀行の前にあるお供え物　筆者撮影
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ら沖縄に対する熱いスピーチや、台湾の伝統的

な人形劇が披露されたほか、沖縄から琉球祭り

太鼓の皆さんが来台し、素晴らしい演舞を披露

され、会場は大変賑わっておりました。

　今回は在台湾沖縄県人会も同イベントの協力

団体として参加し、私も同席させていただきま

した。世界各国の沖縄にルーツがある人々が集

まる、またとない機会であり、多くの人々と関

わることができたことに感謝しています。ウチ

ナーンチュが世界で活躍していることを実感

し、沖縄のためにできることを常に考えてい

らっしゃる会員の皆様の熱い思いを知ることが

できました。

　次に台湾の代表的な伝統芸能を２つご紹介い

たします。

　1 つ目は WUB 台湾の交流会でも披露された

人形芝居です。布袋劇（ほていげき）と呼ばれ

ており、彫刻、美術、文学、手技、音楽、話術

が一体化した総合的芸術です。その起源は 17

世紀の中国福建省に遡り、中国および台湾、イ

ンドネシア等で一種の人形劇として現代に伝

わっています。当初は即興劇が主流でしたが、

三国志や西遊記などの小説を題材としたものも

出てきており人気があるようです。人形の頭部

や手足は木製で、それ以外の身体部は布で作ら

れており、「布袋劇」という名前の由来となっ

ています。　

　手のひらサイズの人形に手を差し入れて動か

しながらセリフや歌を発することから、掌中劇

とも呼ばれています。演者の巧みな人形操作に

よって無表情の木製の人形に活き活きとした生

命が吹き込まれ、実際に生きているように見え

ます。WUB 台湾の交流会でも人間と動物の戦

いを見事に表現されており、会場は大変盛り上

がっておりました。昨年は台湾の劇団が日本で

初公演を行うなど、日本での普及活動も行って

いるようです。

　2 つ目は歌仔戯（かしぎ）です。歌仔戯とは

台湾民謡を意味し、その内容は台湾語を主とし

て、大衆が品格のある言葉、または忠孝を主と

する故事を学ぶ機会とし、台湾では古くから社

会の重要な娯楽活動の一つとされていました。

1900 年代に宜蘭地区で誕生した歌仔戯は座っ

て歌われる形式から、時代の変化とともに登場

人物や演義・所作などが加わり、現在の大規模

な劇に発展したと言われています。台湾語を主

として演じられていますが、派手な化粧や衣装、

迫力ある舞台を見るだけでも価値があり、言葉

がわからなくても十分に見応えがあります。

　昔は台湾の様々な場所で披露されていた歌仔

戯はテレビでも放送され、高視聴率だったよう

です。現在は披露される場所も少なくなってい

るようですが、長年のファンが多くおり台湾人

に愛されている伝統芸能です。

WUB 会議の様子　筆者撮影

布袋劇の様子　筆者撮影

WUB 集合写真　筆者撮影

２．台湾の伝統芸能
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　WUB の開催もあり、台湾が世界中から注目

されている場所だと改めて感じることができま

した。また、台湾では伝統や歴史を大切にする

文化があり、日本統治時代に培ったインフラや

技術を大切にし、仕事にも熱心に取り組む人が

多いように感じます。

　台湾から見る日本では、半導体受託製造企業

TSMC の熊本進出の影響から九州・沖縄への

注目が高まっています。台湾の大型百貨店では

今年の日本物産展で九州・沖縄展を開催する予

定があり、「沖縄のよいもの」を探しています。

台湾への進出や台湾企業との協業をこの機会に

ご検討されてみてはいかがでしょうか。

　お気軽に、お取引店舗、もしくは私、金城に

ご相談ください。

則和企業管理顧問有限公司

( ※琉球銀行 業務提携先 / 金城赴任先 )

Tel : 0988-958-295( ※金城 / 台湾携帯 )

　　  080-9853-0629( ※金城 / 日本携帯 )

E-Mail : shun_kinjou@pr.ryugin.co.jp

３．最後に

布袋劇の人形と記念撮影する WUB メンバー　筆者撮影
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沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて

　建設にあたっては、OIST、工事業者、地域
行政・住民の協力とチームワークが不可欠で
す。3月19日、新たなスタートアップ・イン
キュベーション施設2棟の建設着工を記念し
て、土地を清め、プロジェクトの安全と繁栄
を祈願する起工式を執り行いました。 
　OIST設立当初から、メインキャンパスの
このエリアは、学術界、産業界、起業家、専門
家、政府関係者、投資家がつながる研究開発
（R&D）ゾーンを作ることが計画されていま
した。
　「これはイノベーションのために設計され
たコミュニティー・スペースであり、専門家
が共に働き、アイデアを交換し、解決策を見

つけることができる場所です。プロジェクト
初期段階の実証実験や有望なスタートアッ
プ、さらなるイノベーションの促進に利用さ
れる予定です」と、ギル・グラノットマイヤー
首席副学長（技術開発イノベーション担当）
は話します。 
　新施設はコワーキングスペース、ウェット
ラボ、ドライラボ、会議室などを備え、2019
年に開設した既存の小規模インキュベー
ション施設の向かいに建設されます。これら
の施設は、起業家が事業の可能性を評価し、
プロトタイプを開発するための環境を提供
します。

います。OIST Innovationは、この溝を埋め
ることで世界規模の課題を解決するための
技術開発を支援しています。さらに、関係者
と協力することで、イノベーション実現の
ためのプロセス全体を支援・強化し、産学官
の強力なパートナーシップの確立を目指し
ています。 
　「これまで、500平方メートルのインキュ
ベーション施設で概念実証に成功していま
す。多くのスタートアップを惹きつけ、OIST
の成長著しい起業家コミュニティーに多く
のサービスを提供してきましたが、創造性
を促進し、より良いスペースを作るために
規模を拡張する必要があります。建設する
新しい施設は、イノベーション拠点にさら
に2,200平方メートルのスペースを提供し
ます」とグラノットマイヤー首席副学長は
話します。 
　OIST Innovationは、沖縄、国内、海外から
新施設に入居するスタートアップをサポー
トします。現在、既存施設には、県内や国内
のスタートアップや支援機関など約50社が
入居しています。 
　「私たちは、ステークホルダーが集まる場
を作ることでイノベーションを促進したい
と考えており、このような『イノベーショ
ン・プレイグラウンド』というコンセプトが
非常に魅力的だと感じました。OISTはゼロ
から事業をスタートさせたので、他大学と
同じことをする必要はありませんでした。
私たちのビジョンは、キャンパス内に外部

概念実証から新境地開拓へ 
　OIST Innovationは、基礎研究と社会実装
のギャップを埋めるために取り組んでいま
す。多くの場合、有望なアイデアや初期段階
のプロジェクトはこのギャップに苦しんで

※沖縄科学技術大学院大学のHPから
許可を得て転載した記事です。

り、地域社会とのつながりを育むことです。
地域から人々が集まるような、活気ある知識
交換のハブを作りたいのです」と語り、新し
い施設を多くの人に活用してもらうことの
重要性を強調します。 
　「施設の拡大は単なる物理的な拡張だけで
はなく、関係を育むことでもあります。人と
場所をどのようにつなげるかを考えており、
移動手段は重要な要素の一つです。自動車は
一般的な移動手段ですが、持続可能性を高め
るため、自動運転EVシャトルのような革新
的な代替手段を検討しています。このような
取り組みは対話を促し、常識を超えて考える
機会を与えてくれます」とハ准副学長は説明
します。 
　OIST Innovationの今後の躍進にご期待
ください。 OIST Innovationの活動やスター
トアップに関する詳細は、こちらからご覧い
ただけます。

ヘッダー画像：OISTの新たなスタートアップ・イン
キュベーション施設2棟の完成予想図（外観パース）

の訪問者・協力者を含めたイノベーションの
クラスターを作ることです」とローレン・ハ
准副学長(技術開発イノベーション担当)は説
明します。
 
ISTのミッションと戦略計画への貢献 
　OIST Innovationの取り組みにとって不
可欠なのが、OISTコアファシリティです。
OISTコアファシリティとの連携を希望し、
キャンパス内の設備やサービスを利用した
いと考える学外の関係者に、OISTコアファ
シリティを利用していただけるようにする
予定です。OISTコアファシリティやOIST 
Innovationを通じて、学外の人々と実りある
関係を構築するとは、沖縄でイノベーション
を促進する拠点としての役割を果たすとい
うOISTのミッションと強く結びついていま
す。 
　ハ准副学長は「現在、OISTの研究棟は一般
利用されていません。私たちの目標は、共有
スペースに外部の人を迎え入れる空間を作

スタートアップ・インキュベーション施設2棟の起工式で、鍬
入れの儀に参加するOIST、恩納村、建設会社の代表者ら。（写
真左から）株式会社 野原建設 代表取締役 上地 修氏、恩納村長 
長浜 善巳氏、OIST学長兼理事長 カリン・マルキデス博士、恩
納村 谷茶区長 石川 要氏、株式会社 久米設計 九州支社 支社長 
永野 孝之氏。写真提供：ジェフリー・プライン（OIST）

スタートアップ・インキュベーション施設2棟の起工式で、神
職が建設予定地でお祓いを行い、プロジェクトの成功を祈願し
た。 写真提供：ジェフリー・プライン（OIST）

2019年4月より運用を開始している既存のOISTイノベーション・インキュベーターは概念実証に成功しており、より多くのスタート
アップや連携機関を受け入れるためにスペースを拡大する必要がある。

～沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて～

OISTの新たなスタートアップ・インキュベーション施設2棟の建設始まる

沖縄のイノベーションハブへの道を開く新施設

沖縄県恩納村にある沖縄科学技術大学院大学（OIST）キャンパス。その南西端に広がる約1万
7000平方メートルの土地で、沖縄および日本におけるイノベーションや起業家支援の取り組み
が進んでいます。

新時代の教育研究を切り拓く
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沖縄科学技術大学院大学の取り組みについて
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キュベーション施設2棟の建設着工を記念し
て、土地を清め、プロジェクトの安全と繁栄
を祈願する起工式を執り行いました。 
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家、政府関係者、投資家がつながる研究開発
（R&D）ゾーンを作ることが計画されていま
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OISTでは下記のとおり一般見学の受け入れを行っております。
・自由見学－予約不要、毎日9時－17時
・ガイド付き見学－要予約・先着順、平日のみ
詳しくはHPの見学ページ（https://www.oist.
jp/ja/guided-campus-tour）をご覧ください。

見学ページ





宜野座村

事業主体

関係地域

事業目的

施設概要

主体名：沖縄県
所在地：沖縄県那覇市泉崎1-2-2
電　話：098-866-2280（農林水産部 営農支援課）

沖縄県立農業大学校事 業 名： 

近代農業に取組み、地域社会の組織化や農業及び農家生活の発展に寄与する次代の農業、農村を担
う優れた農業後継者等の育成と地域農業の推進に指導的役割を果たすリーダー及び就農青少年等
に対する研修教育を行う

工 期 2019年度 ～ 2023年度

事業規模 敷地面積168,888㎡

県内大型プロジェクトの動向

種     別 ： 公共　民間　3セク

Vol.166

（写真は県農林水産部 営農支援課 提供）

開校式

全体配置図

航空写真

教育棟、正門 運転練習場

体育館 学生寮、食堂

■所 在 地：沖縄県宜野座村字松田2982-24
■主な施設：教育棟、学生寮、食堂、体育館、ハウス、牛舎、採草地、運転練習場等

現況及び

見 通 し

・沖縄県立農業大学校は、1975年に沖縄県立農業研修センターとして開設され、1979年に沖縄
県立農業大学校へ移行し、1,600名以上の卒業生を輩出してきた
・約半世紀にわたり実践的な農業教育施設として卒業生はもとより、農業者の交流拠点として
親しまれてきたが、施設の老朽化や敷地の狭小化、分散している施設、周辺地域の市街地化な
ど環境の変化に対応するため、名護市大北から宜野座村松田へ移転した
・新校舎は、学生寮や実習用ハウス等全ての施設を新築し、牧草採草地や農業機械運転練習場等
の付属施設を完備した
・同校では、持続可能な農業生産技術や先進的な生産環境管理技術の学習など、時代に即した新
たなカリキュラムを導入することとしている

経 　 緯

2020年　基本計画策定
2021年　基本設計、用地取得
2022年　実施設計、着工
2024年　供用開始

熟 度 □構想段階　□計画段階　□工事段階　□開業・供用段階

進捗状況 2024年４月1日　供用開始
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宜野座村

事業主体

関係地域

事業目的

施設概要

主体名：沖縄県
所在地：沖縄県那覇市泉崎1-2-2
電　話：098-866-2280（農林水産部 営農支援課）

沖縄県立農業大学校事 業 名： 

近代農業に取組み、地域社会の組織化や農業及び農家生活の発展に寄与する次代の農業、農村を担
う優れた農業後継者等の育成と地域農業の推進に指導的役割を果たすリーダー及び就農青少年等
に対する研修教育を行う

工 期 2019年度 ～ 2023年度

事業規模 敷地面積168,888㎡

県内大型プロジェクトの動向

種     別 ： 公共　民間　3セク

Vol.166

（写真は県農林水産部 営農支援課 提供）

開校式

全体配置図

航空写真

教育棟、正門 運転練習場

体育館 学生寮、食堂

■所 在 地：沖縄県宜野座村字松田2982-24
■主な施設：教育棟、学生寮、食堂、体育館、ハウス、牛舎、採草地、運転練習場等

現況及び

見 通 し

・沖縄県立農業大学校は、1975年に沖縄県立農業研修センターとして開設され、1979年に沖縄
県立農業大学校へ移行し、1,600名以上の卒業生を輩出してきた
・約半世紀にわたり実践的な農業教育施設として卒業生はもとより、農業者の交流拠点として
親しまれてきたが、施設の老朽化や敷地の狭小化、分散している施設、周辺地域の市街地化な
ど環境の変化に対応するため、名護市大北から宜野座村松田へ移転した
・新校舎は、学生寮や実習用ハウス等全ての施設を新築し、牧草採草地や農業機械運転練習場等
の付属施設を完備した
・同校では、持続可能な農業生産技術や先進的な生産環境管理技術の学習など、時代に即した新
たなカリキュラムを導入することとしている

経 　 緯

2020年　基本計画策定
2021年　基本設計、用地取得
2022年　実施設計、着工
2024年　供用開始

熟 度 □構想段階　□計画段階　□工事段階　□開業・供用段階

進捗状況 2024年４月1日　供用開始
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行政情報
行政情報　

vol.174

沖縄総合事務局経済産業部からのお知らせ
沖縄県酒造組合が令和 6 年度知財功
労賞において特許庁長官表彰を受賞！  

 https://www.ogb.go.jp/keisan

■本記事に関するお問い合わせについて
　内閣府沖縄総合事務局経済産業部地域経済課知的財産室  

TEL：098-866-1730 担当： 丸、知念、神谷

内閣府　沖縄総合事務局
経済産業部

知財功労賞とは
　経済産業省特許庁では、知的財産権制度の発展
及び普及・啓発に貢献のあった個人に対して「知
的財産権制度関係功労者表彰」、また、制度を有
効に活用して円滑な運営・発展に貢献のあった企
業等に対して「知的財産権
制度活用優良企業等表彰」
として、経済産業大臣表彰
及び特許庁長官表彰を行っ
ており、両表彰を合わせて、
「知財功労賞」と総称して
います。

令和 6 年度知財功労賞
　今年度は、経済産業大臣表彰として個人 1名
と企業等 7者、特許庁長官表彰として個人 5名
と企業等 14者が表彰され、沖縄県酒造組合は
知財活用企業 (商標 )として特許庁長官表彰を
受賞しました。4月 18日の「発明の日」に合
わせて表彰式が執り行われ、沖縄県酒造組合か
らは佐久本学会長が表彰式に出席されました。

沖縄県酒造組合　受賞のポイント
　沖縄県酒造組合の受賞のポイントは以下の 3
点になります。
① 2017年に地域団体商標 (地団 )「琉球泡盛」
を取得。地団をシンボルに多様な活動を通じ、
琉球泡盛産業の活性化や地域おこしを牽引。

②酒類の地理的表示 (GI)も取得しており、組
合内の GI琉球管理委員会の審査に認められ
たものは、ボトルラベルに「琉球泡盛」を付
して販売することを義務付けており、地団と
GI制度を併せて活用することで、ブランド
力向上と模倣品対策に活かしている。

 ③組合内に目的に応じた
部会を設ける等、組合
で一体となった多様な
活動を実施し、国内外
への活動を幅広く展開
している。

地域団体商標 ( 地団 ) とは
　地域の産品等について、事業者の信用の維持
を図り、「地域ブランド」の保護による地域経
済の活性化を目的として 2006年 4月 1日に導
入されました。「地域ブランド」として用いら
れることが多い地域の名
称及び商品 (サービス )の
名称等からなる文字商標
について、登録要件を緩
和する制度※です。
 ※通常、「地域名＋商品 (サービ
ス )名」の組み合わせからなる
文字商標は、「全国的に周知」
となっていなければ登録でき
ません。

特許庁
知財功労賞サイト

特許庁
地域団体商標サイト

受賞ポイントの
詳細はこちら

左：特許庁濱野長官、　右：沖縄県酒造組合佐久本会長

知財功労賞受賞者と特許庁長官との記念写真 

■沖縄県酒造組合
　住所：那覇市港町 2-8-9
　会長：佐久本学
　組合員数：47 事業所（令和 6 年 5 月現在）　　





ハイブリッド開催
リアル商談会 オンライン商談会

サプライヤー募集サプライヤー募集

沖縄県、沖縄懇話会
（株）ANA Cargo、（株）沖縄海邦銀行、（株）沖縄銀行、沖縄ヤマト運輸（株）、コザ信用金庫、（株）琉球銀行
沖縄県農業協同組合、沖縄セルラー電話（株）、那覇空港貨物ターミナル（株）、那覇空港ビルディング（株）、琉球朝日放送（株）、琉球放送（株）
ANAホールディングス（株）、（株）アカネクリエーション、イオン琉球（株）、（株）上間フードアンドライフ、沖縄NXエアカーゴサービス（株）、（株）沖縄コングレ、
（株）沖縄タイムス社、沖縄テレビ放送（株）、沖縄電力（株）、沖縄ビル管理（株）、オリオンビール（株）、（株）サンエー、大同火災海上保険（株）、（株）大米建設、拓南製鐵（株）、
南西海運（株）、日本航空（株）、琉球海運（株）、（株）琉球新報社、琉球通運（株）、琉球物流（株）、（株）りゅうせき
INPIT沖縄県知財総合支援窓口、（一財）沖縄観光コンベンションビューロー、沖縄経済同友会、（一社）沖縄県銀行協会、（一社）沖縄県経営者協会、（公社）沖縄県工業連合会、
（公財）沖縄県産業振興公社、沖縄県商工会議所連合会、沖縄県商工会連合会、沖縄県情報通信関連産業団体連合会、沖縄県中小企業家同友会、沖縄県中小企業団体中央会、
沖縄振興開発金融公庫、（独）中小企業基盤整備機構沖縄事務所、内閣府沖縄総合事務局、（独）日本貿易振興機構（JETRO）沖縄貿易情報センター
沖縄大交易会実行委員会事務局（公益財団法人 沖縄県産業振興公社内）

【主　　催】 沖縄大交易会実行委員会
創設会員
正 会 員
準 会 員
一般会員

協力会員

運　営
（五十音順）

国際食品
商談会
国際食品
商談会

20242024

2024年08月1日（木）～12月20日（金）
開催日程

2024年4月22日（月）～8月30日（金）
募集期間

66,000円（税込）
参 加 料

サプライヤー…260社　バイヤー………260社
開催規模

沖縄コンベンションセンター（全館利用）
商談会場

サプライヤー…220社（2日間出展）
バイヤー………220社

開催規模

2024年4月22日（月）～7月12日（金）
募集期間

リアル商談会へ参加希望のサプライヤーは実行委員会事務局が
開催する「選定会」を経て、参加確定となります。

全てのサプライヤーは「オンライン商談会」への参加が必須と
なります。

リアル商談会オンライン商談会

2024年11月21日（木）～22日（金）
開催日程

検 索大交易会http://www.gotf.jp/
沖縄大交易会のホームページよりお申込み頂けます！

お申し込みは
コチラ！

198,000円（税込）
参 加 料

本商談会は沖縄県からの負担金を活用して運営している事
から、沖縄県内に本店、または支店登記がある事業者（個
人事業者は住所を沖縄県内に有しているもの）の参加料は
126,500円（税込）と致します。

オンライン商談会は、バイヤー＆サプライヤー双方の
拠点にてWeb会議システム「Microsoft Teams」
を使用して、商談を行います。（商談時間は45分程度）

12th

● 青果、農産加工品
● 鮮魚、水産加工品
● 精肉、畜産加工品
● 食品加工品
● 調味料
● お菓子、スイーツ
● 飲料、茶、コーヒー
● 酒類
● サプリメント、健康食品

参 加 対 象
（商品カテゴリー）

全
国
の
特
産
品
を
沖
縄
か
ら
ア
ジ
ア
へ

約
20
億
人
以
上
の
巨
大
マ
ー
ケ
ッ
ト

日本最大級の　　  の国 際 商談会食

〒330-0845 さいたま市大宮区仲町2-75-7F
TEL:（048）649-5254（土・日・祝日を除く平日9:30～17:30）
E-mail: supplier.daikouekikai2024@jtb.com

12th 沖縄大交易会2024
マッチングデスク （株式会社JTB 埼玉支店 内）お問い合わせ



日本全国の特産品を沖縄から世界へ

「12th 沖縄大交易会 2024」公式サイト http://www.gotf . jp/

オンライン商談会へ参加

「沖縄大交易会2024」公式ホームページへアクセス。
ビジネスマッチングサイトで、必要事項を入力し登録。

登録されたメールアドレス宛に、ログインに必要
な「パスワード」が自動返信されます。

お申し込み確定

参加料のお振込み後、バイヤー情報の閲覧や
マッチング希望の他、事前にバイヤーとメールの
やりとりが可能になります。

ビジネスマッチングサイトへ、ログイン。
企業情報・商品情報等を登録。

早期に本登録を完了することで、バイヤーから
のオファー率が高まります。 参加確定したサプライヤー様宛にメールで通知

事前アポイント型個別商談形式となるため、事前
に商談を希望するバイヤーへの「商談希望」を入
力してください。

「リアル商談会」参加希望の
サプライヤー様を対象に「選定会」を開催

参加要件を満たしているか、実行委員会事務局
が開催する「選定会」を経て参加が確定します。

リアル商談会
お申込みから商談までの主な流れ

リアル商談会へ参加
※サプライヤー固定型

オンライン商談会
事前マッチング無しの「フリー商談形式」で実施。
※「バイヤーオファー型個別商談」も一部実施予定

従来通り、事前マッチング型「個別商談形式」で実施。

2023年度のオンライン商談 開催実績（速報値）

サプライヤー 41都道府県より211社

バイヤー 13の国と地域から205社のご参加
（海外145社、国内60社）

商談結果 商談件数149件　成約（見込含む）18件

沖縄大交易会は日本全国より集めた選りすぐりの食材を、事前にWebマッチングを通して、
国内外の優良バイヤーとオンライン商談を行っております。

〔商談直後のバイヤー評価アンケート〕

※オンライン商談開催期間：2023年8月1日（月）～2023年11月30日（木） 成約見込
14件

不成立
13件

継続交渉
103件

商談件数
149件

商談
キャンセル
12件

成約
4件

成約率
（見込含む）

12.1%

未回答
3件

2023年度リアル商談 開催実績（沖縄コンベンションセンター）

サプライヤー 40都道府県より194社のご参加

商談結果 商談件数2,414件　成約（見込含む）438件
〔商談直後のバイヤー評価アンケート〕

商談キャンセル
40件

継続交渉
1,652件

成約見込
369件

不成立
284件

商談件数
2,414件

成約
69件

成約率
（見込含む）

18.1%

バイヤー 223社のご参加
（海外107社、国内48社、フリーバイヤー68社）



消費関連
百貨店売上高は、10カ月連続で前年を上回った。免税売上の増加や物産催事による食料品の増加など

が全体の売上増加に寄与した。スーパー売上高は、既存店・全店ベースともに23カ月連続で前年を上
回った。値上げによる単価上昇に加え、清明祭需要や県産土産品などの観光需要が高く食料品を中心に
好調に推移した。新車販売台数は、一部自動車メーカーによる生産・出荷停止の影響が継続したことな
どにより５カ月連続で前年を下回った。家電大型専門店販売額は、９カ月連続で前年を上回った。
先行きは、新車をはじめとする耐久消費財の先行きに懸念があるものの、消費マインドは底堅い推移

が見込まれ、回復の動きが強まるとみられる。

公共工事請負金額は、県は増加したが、国、市町村、独立行政法人等・その他は減少したことから、３カ月連
続で前年を下回った。建築着工床面積（３月）は、居住用は減少したが、非居住用は増加したことから３カ月
ぶりに前年を上回った。新設住宅着工戸数（３月）は、貸家は増加したが、持家、給与、分譲は減少したことか
ら３カ月連続で前年を下回った。県内主要建設会社の受注額は、公共工事、民間工事ともに増加したことか
ら、２カ月連続で前年を上回った。建設資材関連では、セメント、生コンは２カ月連続で前年を下回った。鋼
材売上高、木材売上高は、出荷量が増加したことなどから前年を上回った。
先行きは、資材価格が高止まりしているものの、民間工事の動きが活発化していることなどから回復の動

きが強まるとみられる。

建設関連

入域観光客数は、29カ月連続で前年を上回った。国内客は２カ月連続で減少し、外国客は19カ月連続
で増加した。県内主要ホテルは、稼働率は４カ月連続で前年を上回り、売上高、宿泊収入は２カ月ぶりに
前年を上回った。主要観光施設入場者数は26カ月連続で前年を上回った。ゴルフ場は、入場者数は４カ
月連続で減少し、売上高は２カ月連続で前年を下回った。前年同月の全国旅行支援の反動があるものの、
外国客の増加もあり好調に推移した。
先行きは、外国からの訪日意欲が高いなか那覇空港発着の航空便の拡充があり、外国客の増加が見込

まれること、夏の旅行シーズン到来で国内客の増加も予想されることから、緩やかに拡大するとみられ
る。

観光関連

新規求人数は、前年同月比9.1％減と４カ月連続で前年を下回った。産業別では、運輸業・郵便業、生活
関連サービス業・娯楽業、製造業、宿泊・飲食サービス業などで減少した。有効求人倍率（季調値）は1.14
倍で、前月から0.02ポイント低下した。完全失業率（季調値）は3.9％と、前月から0.6ポイント上昇した。
消費者物価指数は、前年同月比2.8％の上昇となり、32カ月連続で前年を上回った。生鮮食品を除く総

合は同2.6％の上昇となり、生鮮食品及びエネルギーを除く総合は同2.7％の上昇となった。
倒産件数は３件で前年同月と同数となった。負債総額は１億8,800万円で、前年同月比36.1％減と

なった。

雇用関連・その他

●りゅうぎん調査●

消費関連は、消費マインドは底堅く継続しており、回復の動きが強まっていること、

建設関連は資材価格が高止まりしているものの、民間工事の動きが活発化しており、回

復の動きが強まっていること、観光関連は、前年同月に実施された全国旅行支援の反動

は多少あるものの、国内外の旅行需要は引き続き高く、緩やかに拡大していること、総

じて県内景気は緩やかに拡大している。

先行きは、底堅い消費マインドと観光需要にけん引され、緩やかな拡大基調が継続す

るとみられる。

景気は、緩やかに拡大している（８カ月連続）
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消費関連では、百貨店売上高は前年を上回る

観光関連では、入域観光客数は前年を上回る
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消費関連
百貨店売上高は、10カ月連続で前年を上回った。免税売上の増加や物産催事による食料品の増加など

が全体の売上増加に寄与した。スーパー売上高は、既存店・全店ベースともに23カ月連続で前年を上
回った。値上げによる単価上昇に加え、清明祭需要や県産土産品などの観光需要が高く食料品を中心に
好調に推移した。新車販売台数は、一部自動車メーカーによる生産・出荷停止の影響が継続したことな
どにより５カ月連続で前年を下回った。家電大型専門店販売額は、９カ月連続で前年を上回った。
先行きは、新車をはじめとする耐久消費財の先行きに懸念があるものの、消費マインドは底堅い推移

が見込まれ、回復の動きが強まるとみられる。

公共工事請負金額は、県は増加したが、国、市町村、独立行政法人等・その他は減少したことから、３カ月連
続で前年を下回った。建築着工床面積（３月）は、居住用は減少したが、非居住用は増加したことから３カ月
ぶりに前年を上回った。新設住宅着工戸数（３月）は、貸家は増加したが、持家、給与、分譲は減少したことか
ら３カ月連続で前年を下回った。県内主要建設会社の受注額は、公共工事、民間工事ともに増加したことか
ら、２カ月連続で前年を上回った。建設資材関連では、セメント、生コンは２カ月連続で前年を下回った。鋼
材売上高、木材売上高は、出荷量が増加したことなどから前年を上回った。
先行きは、資材価格が高止まりしているものの、民間工事の動きが活発化していることなどから回復の動

きが強まるとみられる。

建設関連

入域観光客数は、29カ月連続で前年を上回った。国内客は２カ月連続で減少し、外国客は19カ月連続
で増加した。県内主要ホテルは、稼働率は４カ月連続で前年を上回り、売上高、宿泊収入は２カ月ぶりに
前年を上回った。主要観光施設入場者数は26カ月連続で前年を上回った。ゴルフ場は、入場者数は４カ
月連続で減少し、売上高は２カ月連続で前年を下回った。前年同月の全国旅行支援の反動があるものの、
外国客の増加もあり好調に推移した。
先行きは、外国からの訪日意欲が高いなか那覇空港発着の航空便の拡充があり、外国客の増加が見込

まれること、夏の旅行シーズン到来で国内客の増加も予想されることから、緩やかに拡大するとみられ
る。

観光関連

新規求人数は、前年同月比9.1％減と４カ月連続で前年を下回った。産業別では、運輸業・郵便業、生活
関連サービス業・娯楽業、製造業、宿泊・飲食サービス業などで減少した。有効求人倍率（季調値）は1.14
倍で、前月から0.02ポイント低下した。完全失業率（季調値）は3.9％と、前月から0.6ポイント上昇した。
消費者物価指数は、前年同月比2.8％の上昇となり、32カ月連続で前年を上回った。生鮮食品を除く総

合は同2.6％の上昇となり、生鮮食品及びエネルギーを除く総合は同2.7％の上昇となった。
倒産件数は３件で前年同月と同数となった。負債総額は１億8,800万円で、前年同月比36.1％減と

なった。

雇用関連・その他

●りゅうぎん調査●

消費関連は、消費マインドは底堅く継続しており、回復の動きが強まっていること、

建設関連は資材価格が高止まりしているものの、民間工事の動きが活発化しており、回

復の動きが強まっていること、観光関連は、前年同月に実施された全国旅行支援の反動

は多少あるものの、国内外の旅行需要は引き続き高く、緩やかに拡大していること、総

じて県内景気は緩やかに拡大している。

先行きは、底堅い消費マインドと観光需要にけん引され、緩やかな拡大基調が継続す

るとみられる。

景気は、緩やかに拡大している（８カ月連続）
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（注）広告収入は24年3月分。数値は前年比（％）。
　　ホテル稼働率（％ポイント）、企業倒産件数（件）は前年差。Pは速報値。

（注）広告収入は24年1月～24年3月分。数値は前年比（％）。
　　ホテル稼働率（％ポイント）は前年差。企業倒産件数（件）は３カ月の累計件数の前年差。Pは速報値。
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（注）広告収入は24年3月分。数値は前年比（％）。
　　ホテル稼働率（％ポイント）、企業倒産件数（件）は前年差。Pは速報値。

（注）広告収入は24年1月～24年3月分。数値は前年比（％）。
　　ホテル稼働率（％ポイント）は前年差。企業倒産件数（件）は３カ月の累計件数の前年差。Pは速報値。
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出所：りゅうぎん総合研究所

出所：沖縄県自動車販売協会

1 百貨店売上高（前年同月比）

2 スーパー売上高（前年同月比）

出所：りゅうぎん総合研究所
出所：経済産業省商業動態統計調査

3 新車販売台数 （前年同月比）

※棒グラフは品目別寄与度

※棒グラフは車種別寄与度

出所：沖縄県中古自動車販売協会　※登録ベース

4 中古自動車販売台数【登録ベース】（前年同月比）

5 家電大型専門店販売額（前年同月比）

※棒グラフは車種別寄与度

10カ月連続で増加
・百貨店売上高は、前年同月比0.4％増と10
カ月連続で前年を上回った。
・前年同月に比べ降雨日が多く来店客の減
少がみられたものの、注目度の高い物産
催事の開催などによる食料品の増加が全
体の売上増加に寄与した。また、円安が追
い風となり、免税売上の増加がみられた。
・品目別にみると、食料品が同7.7％増、家庭
用品・その他が同0.1％増、身の回り品が同
5.8％減、衣料品が同4.8％減となった。

・スーパー売上高は、既存店ベース・全店
ベースともに前年同月比3.9％増と23カ月
連続で前年を上回った。
・前年同月に比べ降雨日が多く来店客の減
少がみられたものの、値上げによる単価
上昇や、清明祭需要や観光需要が高く食
料品を中心に好調に推移した。衣料品は、
気象要因がプラスとなりレイングッズが
伸長したほか、かりゆしウェアなどの季
節商材が好調となった。
・品目別にみると、食料品は同3.1％増、衣料
品は同4.8％増、住居関連は同8.4％増と
なった。

既存店・全店ともに23カ月連続で増加

・中古自動車販売台数（普通自動車及び軽

自動車の合計、登録ベース）は、１万

9,770台で前年同月比3.5％増と２カ月ぶ

りに前年を上回った。

・内訳では、普通自動車が7,428台（前年同

月比7.6％増）、軽自動車が１万2,342台

（同1.2％増）となった。

２カ月ぶりに増加

・家電大型専門店販売額（速報値）は、前年

同月比19.6％増と９カ月連続で前年を

上回った。

・値上げによる単価上昇に加え、新生活準

備に伴う家電需要の高まりがみられた

ことなどにより前年を上回った。

９カ月連続で増加

・新車販売台数は3,184台で前年同月比
25.4％減と５カ月連続で前年を下回った。
・一部自動車メーカーによる生産・出荷停
止の影響が継続していることや、新車の
供給不足が和らぎ乗用車やレンタカーの
登録が増加した前年同月の反動などによ
り前年を下回った。
・普通自動車（登録車）は1,891台（前年同月
比24.0％減）で、うち普通乗用車は882台
（同15.8％減）、小型乗用車は855台（同
34.5％減）であった。軽自動車（届出車）は
1,293台（同27.4％減）で、うち軽乗用車は
933台（同30.7％減）であった。

５カ月連続で減少
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出所：りゅうぎん総合研究所

出所：沖縄県自動車販売協会

1 百貨店売上高（前年同月比）

2 スーパー売上高（前年同月比）

出所：りゅうぎん総合研究所
出所：経済産業省商業動態統計調査

3 新車販売台数 （前年同月比）

※棒グラフは品目別寄与度

※棒グラフは車種別寄与度

出所：沖縄県中古自動車販売協会　※登録ベース

4 中古自動車販売台数【登録ベース】（前年同月比）

5 家電大型専門店販売額（前年同月比）

※棒グラフは車種別寄与度

10カ月連続で増加
・百貨店売上高は、前年同月比0.4％増と10
カ月連続で前年を上回った。
・前年同月に比べ降雨日が多く来店客の減
少がみられたものの、注目度の高い物産
催事の開催などによる食料品の増加が全
体の売上増加に寄与した。また、円安が追
い風となり、免税売上の増加がみられた。
・品目別にみると、食料品が同7.7％増、家庭
用品・その他が同0.1％増、身の回り品が同
5.8％減、衣料品が同4.8％減となった。

・スーパー売上高は、既存店ベース・全店
ベースともに前年同月比3.9％増と23カ月
連続で前年を上回った。
・前年同月に比べ降雨日が多く来店客の減
少がみられたものの、値上げによる単価
上昇や、清明祭需要や観光需要が高く食
料品を中心に好調に推移した。衣料品は、
気象要因がプラスとなりレイングッズが
伸長したほか、かりゆしウェアなどの季
節商材が好調となった。
・品目別にみると、食料品は同3.1％増、衣料
品は同4.8％増、住居関連は同8.4％増と
なった。

既存店・全店ともに23カ月連続で増加

・中古自動車販売台数（普通自動車及び軽

自動車の合計、登録ベース）は、１万

9,770台で前年同月比3.5％増と２カ月ぶ

りに前年を上回った。

・内訳では、普通自動車が7,428台（前年同

月比7.6％増）、軽自動車が１万2,342台

（同1.2％増）となった。

２カ月ぶりに増加

・家電大型専門店販売額（速報値）は、前年

同月比19.6％増と９カ月連続で前年を

上回った。

・値上げによる単価上昇に加え、新生活準

備に伴う家電需要の高まりがみられた

ことなどにより前年を上回った。

９カ月連続で増加

・新車販売台数は3,184台で前年同月比
25.4％減と５カ月連続で前年を下回った。
・一部自動車メーカーによる生産・出荷停
止の影響が継続していることや、新車の
供給不足が和らぎ乗用車やレンタカーの
登録が増加した前年同月の反動などによ
り前年を下回った。
・普通自動車（登録車）は1,891台（前年同月
比24.0％減）で、うち普通乗用車は882台
（同15.8％減）、小型乗用車は855台（同
34.5％減）であった。軽自動車（届出車）は
1,293台（同27.4％減）で、うち軽乗用車は
933台（同30.7％減）であった。

５カ月連続で減少
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出所：西日本建設業保証株式会社沖縄支店

出所：国土交通省

出所：国土交通省 ※給与は、社宅や宿舎などのこと。

1 公共工事請負金額（前年同月比）

2 建築着工床面積（前年同月比）

3 新設住宅着工戸数（前年同月比）

※棒グラフは発注者別寄与度

※棒グラフは用途別寄与度

※棒グラフは利用関係別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 建設受注額 （前年同月比）

5 セメント・生コン（前年同月比）

6 鋼材・木材 （前年同月比）

※棒グラフは発注者別寄与度

・公共工事請負金額は、142億27百万円で前

年同月比19.5％減となり、３カ月連続で前

年を下回った。

・発注者別では、県は同37.7％増と増加し、

国は同32.1％減、市町村は同41.9％減、独

立行政法人等・その他は同79.4％減と減少

した。

３カ月連続で減少
・建設受注額（調査先建設会社：17社）は前

年同月比410.7％増と２カ月連続で前年

を上回った。

・発注者別では、公共工事は同3,867.3％増

と２カ月連続で増加し、民間工事は同

95.2％増と３カ月連続で増加した。

２カ月連続で増加

・セメント出荷量は６万698トンとなり、
前年同月比6.7％減と２カ月連続で前年
を下回った。
・生コン出荷量は９万5,335㎥で同10.1％
減と２カ月連続で前年を下回った。生コ
ン出荷量を出荷先別にみると、公共工事
では、防衛省向けなどが増加し、学校関
連向けや県企業局向けなどが減少した。
民間工事では、社屋関連向けなどが増加
し、個人住宅向けや共同住宅向けなどが
減少した。

・鋼材売上高（速報値）は、出荷量が増加し

たことなどから前年同月比6.5％増と２

カ月ぶりに前年を上回った。

・木材売上高は、出荷量が増加したことな

どから同5.3％増と５カ月連続で前年を

上回った。

セメント、生コンは２カ月連続で減少

鋼材は２カ月ぶりに増加、
木材は５カ月連続で増加

・建築着工床面積（３月）は10万3,592㎡で

前年同月比29.2％増と３カ月ぶりに前年

を上回った。居住用は同13.4％減と減少し

たが、非居住用は同165.6％増と増加した。

・建築着工床面積を用途別（大分類）にみる

と、居住用では居住専用、居住産業併用と

もに減少した。非居住用では、教育・学習

支援業用、卸売・小売業用などが増加し、

電気・ガス・熱供給・水道用などが減少し

た。

３カ月ぶりに増加

・新設住宅着工戸数（３月）は638戸で前年

同月比4.8％減と３カ月連続で前年を下

回った。

・利用関係別では、貸家（282戸）が同15.1％

増と増加し、持家（143戸）が同26.3％減、

給与（０戸）が全減、分譲（213戸）が同

7.0％減と減少した。

３カ月連続で減少
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出所：西日本建設業保証株式会社沖縄支店

出所：国土交通省

出所：国土交通省 ※給与は、社宅や宿舎などのこと。

1 公共工事請負金額（前年同月比）

2 建築着工床面積（前年同月比）

3 新設住宅着工戸数（前年同月比）

※棒グラフは発注者別寄与度

※棒グラフは用途別寄与度

※棒グラフは利用関係別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 建設受注額 （前年同月比）

5 セメント・生コン（前年同月比）

6 鋼材・木材 （前年同月比）

※棒グラフは発注者別寄与度

・公共工事請負金額は、142億27百万円で前

年同月比19.5％減となり、３カ月連続で前

年を下回った。

・発注者別では、県は同37.7％増と増加し、

国は同32.1％減、市町村は同41.9％減、独

立行政法人等・その他は同79.4％減と減少

した。

３カ月連続で減少
・建設受注額（調査先建設会社：17社）は前

年同月比410.7％増と２カ月連続で前年

を上回った。

・発注者別では、公共工事は同3,867.3％増

と２カ月連続で増加し、民間工事は同

95.2％増と３カ月連続で増加した。

２カ月連続で増加

・セメント出荷量は６万698トンとなり、
前年同月比6.7％減と２カ月連続で前年
を下回った。
・生コン出荷量は９万5,335㎥で同10.1％
減と２カ月連続で前年を下回った。生コ
ン出荷量を出荷先別にみると、公共工事
では、防衛省向けなどが増加し、学校関
連向けや県企業局向けなどが減少した。
民間工事では、社屋関連向けなどが増加
し、個人住宅向けや共同住宅向けなどが
減少した。

・鋼材売上高（速報値）は、出荷量が増加し

たことなどから前年同月比6.5％増と２

カ月ぶりに前年を上回った。

・木材売上高は、出荷量が増加したことな

どから同5.3％増と５カ月連続で前年を

上回った。

セメント、生コンは２カ月連続で減少

鋼材は２カ月ぶりに増加、
木材は５カ月連続で増加

・建築着工床面積（３月）は10万3,592㎡で

前年同月比29.2％増と３カ月ぶりに前年

を上回った。居住用は同13.4％減と減少し

たが、非居住用は同165.6％増と増加した。

・建築着工床面積を用途別（大分類）にみる

と、居住用では居住専用、居住産業併用と

もに減少した。非居住用では、教育・学習

支援業用、卸売・小売業用などが増加し、

電気・ガス・熱供給・水道用などが減少し

た。

３カ月ぶりに増加

・新設住宅着工戸数（３月）は638戸で前年

同月比4.8％減と３カ月連続で前年を下

回った。

・利用関係別では、貸家（282戸）が同15.1％

増と増加し、持家（143戸）が同26.3％減、

給与（０戸）が全減、分譲（213戸）が同

7.0％減と減少した。

３カ月連続で減少
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1 入域観光客数（実数、前年同月比）

2 入域観光客数【国内客、外国客】（前年同月比）

出所：沖縄県観光政策課

出所：沖縄県観光政策課

3 主要ホテル稼働率・売上高（実数、前年同月比）

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 主要ホテル宿泊収入 （前年同月比） ※棒グラフは客室数・単価別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所　（注）調査先は６施設（うち県外客については４施設）からなる。

5 主要観光施設の入場者数（前年同月比）

6 主要ゴルフ場入場者数・売上高（前年同月比）

・入域観光客数は、74万9,300人（前年同月
比11.9％増）となり、29カ月連続で前年を
上回った。
・路線別では、空路は69万2,600人（同4.6％
増）となり29カ月連続で前年を上回った。
海路は５万6,700人（同617.7％増）となり
20カ月連続で前年を上回った。
・春休みやゴールデンウィークの旅行需要
や外国客の増加により、前年同月を上
回った。

29カ月連続で増加

・主要ホテルの売上高のうち宿泊収入は、
販売客室数（数量要因）が増加、宿泊客室
単価（価格要因）は上昇し、前年同月比
13.0％増と２カ月ぶりに前年を上回った。
・那覇市内ホテルは、販売客室数が増加、
宿泊客室単価は上昇し同26.8％増となり、
４カ月連続で前年を上回った。リゾート
型ホテルは販売客室数が増加、宿泊単価
は上昇し、同10.8％増と、２カ月ぶりに前
年を上回った。

２カ月ぶりに増加

・主要観光施設の入場者数は、前年同月比

17.6％増と26カ月連続で前年を上回っ

た。

・一般客、団体客ともに好調に推移するな

か、春休みを利用したファミリー層や

修学旅行の増加がみられた。

26カ月連続で増加

・主要ゴルフ場の入場者数は、前年同月比

8.7％減と４カ月連続で前年を下回った。

県内客は２カ月ぶりに前年を下回り、

県外客は７カ月連続で前年を下回った。

売上高は同1.8％減と２カ月連続で前年

を下回った。

・荒天で営業を停止した日もあったほか、

降雨により直前のキャンセルが多数発

生するなど、天候に大きく影響を受け

た。

入場者数４カ月連続で減少、
売上高２カ月連続で減少

・国内客は、59万400人（前年同月比2.1％

減）となり、２カ月連続で前年を下回った。

外国客は15万8,900人（同138.2％増）とな

り、19カ月連続で増加した。

・前年同月も延長実施された全国旅行支援

の反動により国内客は前年比では減少し

たものの、外国客の旅行需要は引き続き

高かった。

国内客は２カ月連続で減少、
外国客は19カ月連続で増加

・主要ホテルは、客室稼働率は59.8％と前年
同月差4.3％ポイント上昇し４カ月連続で
前年を上回り、売上高は前年同月比10.6％
増となり、２カ月ぶりに前年を上回った。
・那覇市内ホテルの客室稼働率は63.5％と
同9.7％ポイント上昇し、４カ月連続で前
年を上回り、売上高は同26.6％増と５カ月
連続で前年を上回った。リゾート型ホテ
ルの客室稼働率は58.4％と同2.3％ポイン
ト上昇、売上高は同8.0％増となり、稼働率、
売上高ともに２カ月ぶりに前年を上回っ
た。

稼働率は４カ月連続で上昇、
売上高は２カ月ぶりに増加
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1 入域観光客数（実数、前年同月比）

2 入域観光客数【国内客、外国客】（前年同月比）

出所：沖縄県観光政策課

出所：沖縄県観光政策課

3 主要ホテル稼働率・売上高（実数、前年同月比）

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所

4 主要ホテル宿泊収入 （前年同月比） ※棒グラフは客室数・単価別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

出所：りゅうぎん総合研究所　（注）調査先は６施設（うち県外客については４施設）からなる。

5 主要観光施設の入場者数（前年同月比）

6 主要ゴルフ場入場者数・売上高（前年同月比）

・入域観光客数は、74万9,300人（前年同月
比11.9％増）となり、29カ月連続で前年を
上回った。
・路線別では、空路は69万2,600人（同4.6％
増）となり29カ月連続で前年を上回った。
海路は５万6,700人（同617.7％増）となり
20カ月連続で前年を上回った。
・春休みやゴールデンウィークの旅行需要
や外国客の増加により、前年同月を上
回った。

29カ月連続で増加

・主要ホテルの売上高のうち宿泊収入は、
販売客室数（数量要因）が増加、宿泊客室
単価（価格要因）は上昇し、前年同月比
13.0％増と２カ月ぶりに前年を上回った。
・那覇市内ホテルは、販売客室数が増加、
宿泊客室単価は上昇し同26.8％増となり、
４カ月連続で前年を上回った。リゾート
型ホテルは販売客室数が増加、宿泊単価
は上昇し、同10.8％増と、２カ月ぶりに前
年を上回った。

２カ月ぶりに増加

・主要観光施設の入場者数は、前年同月比

17.6％増と26カ月連続で前年を上回っ

た。

・一般客、団体客ともに好調に推移するな

か、春休みを利用したファミリー層や

修学旅行の増加がみられた。

26カ月連続で増加

・主要ゴルフ場の入場者数は、前年同月比

8.7％減と４カ月連続で前年を下回った。

県内客は２カ月ぶりに前年を下回り、

県外客は７カ月連続で前年を下回った。

売上高は同1.8％減と２カ月連続で前年

を下回った。

・荒天で営業を停止した日もあったほか、

降雨により直前のキャンセルが多数発

生するなど、天候に大きく影響を受け

た。

入場者数４カ月連続で減少、
売上高２カ月連続で減少

・国内客は、59万400人（前年同月比2.1％

減）となり、２カ月連続で前年を下回った。

外国客は15万8,900人（同138.2％増）とな

り、19カ月連続で増加した。

・前年同月も延長実施された全国旅行支援

の反動により国内客は前年比では減少し

たものの、外国客の旅行需要は引き続き

高かった。

国内客は２カ月連続で減少、
外国客は19カ月連続で増加

・主要ホテルは、客室稼働率は59.8％と前年
同月差4.3％ポイント上昇し４カ月連続で
前年を上回り、売上高は前年同月比10.6％
増となり、２カ月ぶりに前年を上回った。
・那覇市内ホテルの客室稼働率は63.5％と
同9.7％ポイント上昇し、４カ月連続で前
年を上回り、売上高は同26.6％増と５カ月
連続で前年を上回った。リゾート型ホテ
ルの客室稼働率は58.4％と同2.3％ポイン
ト上昇、売上高は同8.0％増となり、稼働率、
売上高ともに２カ月ぶりに前年を上回っ
た。

稼働率は４カ月連続で上昇、
売上高は２カ月ぶりに増加
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雇用関連・その他

出所：沖縄労働局（就業地別）

（注）有効求人倍率は、2023年12月以前の数値について新季節指数へ遡って改訂した。

（出所）沖縄県

出所：東京商工リサーチ沖縄支店

1 雇用関連 （新規求人数と有効求人倍率）

2 消費者物価指数【総合】

3 企業倒産

※棒グラフは品目別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

（出所）沖縄気象台

4 広告収入【マスコミ】（前年同月比） ※棒グラフはメディア別寄与度
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・平均気温は23.9℃で前年同月（22.5℃）よ

り高く、降水量は470.5ｍｍで前年同月

（221.0ｍｍ）より多かった。

・月の中旬は高気圧に覆われ晴れた日が多

かったが、上旬と下旬は前線や湿った空気

の影響で曇りや雨の日が多く、大雨となっ

た所もあった。

・平均気温は平年よりかなり高く、日照時間

は平年並み、降水量は平年よりかなり多

かった。

気象：平均気温・降水量【那覇】参考

（注）負債総額1,000万円以上

・新規求人数は、前年同月比9.1％減と４カ

月連続で前年を下回った。産業別では、運

輸業・郵便業、生活関連サービス業・娯楽

業、製造業、宿泊・飲食サービス業などで

減少した。有効求人倍率（季調値）は1.14倍

で、前月から0.02ポイント低下した。

・労働力人口は、79万4,000人で同0.9％増と

なり、就業者数は、76万3,000人で同0.8％

増となった。完全失業者数は３万1,000人

で同3.3％増となり、完全失業率（季調値）

は3.9％と、前月から0.6ポイント上昇した。

新規求人数は減少、
有効求人倍率（季調値）は低下

・消費者物価指数は、前年同月比2.8％の上

昇となり、32カ月連続で前年を上回った。

生鮮食品を除く総合は同2.6％の上昇とな

り、生鮮食品及びエネルギーを除く総合

は同2.7％の上昇となった。

・費目別の動きをみると、食料や教養娯楽

などで上昇し、光熱・水道などで下落した。

32カ月連続で上昇

・倒産件数は３件で前年同月と同数となっ

た。業種別では、建設業１件、製造業１件、

サービス業他１件となった。

・負債総額は１億8,800万円で、前年同月比

36.1％減となった。

件数は同数、負債総額は減少

・広告収入（マスコミ：３月）は、前年同月比

4.6％増と３カ月連続で前年を上回った。

・春休みシーズンで旅行やレジャー関連の

広告が増加した。

３カ月連続で増加
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雇用関連・その他

出所：沖縄労働局（就業地別）

（注）有効求人倍率は、2023年12月以前の数値について新季節指数へ遡って改訂した。

（出所）沖縄県

出所：東京商工リサーチ沖縄支店

1 雇用関連 （新規求人数と有効求人倍率）

2 消費者物価指数【総合】

3 企業倒産

※棒グラフは品目別寄与度

出所：りゅうぎん総合研究所

（出所）沖縄気象台

4 広告収入【マスコミ】（前年同月比） ※棒グラフはメディア別寄与度
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・平均気温は23.9℃で前年同月（22.5℃）よ

り高く、降水量は470.5ｍｍで前年同月

（221.0ｍｍ）より多かった。

・月の中旬は高気圧に覆われ晴れた日が多

かったが、上旬と下旬は前線や湿った空気

の影響で曇りや雨の日が多く、大雨となっ

た所もあった。

・平均気温は平年よりかなり高く、日照時間

は平年並み、降水量は平年よりかなり多

かった。

気象：平均気温・降水量【那覇】参考

（注）負債総額1,000万円以上

・新規求人数は、前年同月比9.1％減と４カ

月連続で前年を下回った。産業別では、運

輸業・郵便業、生活関連サービス業・娯楽

業、製造業、宿泊・飲食サービス業などで

減少した。有効求人倍率（季調値）は1.14倍

で、前月から0.02ポイント低下した。

・労働力人口は、79万4,000人で同0.9％増と

なり、就業者数は、76万3,000人で同0.8％

増となった。完全失業者数は３万1,000人

で同3.3％増となり、完全失業率（季調値）

は3.9％と、前月から0.6ポイント上昇した。

新規求人数は減少、
有効求人倍率（季調値）は低下

・消費者物価指数は、前年同月比2.8％の上

昇となり、32カ月連続で前年を上回った。

生鮮食品を除く総合は同2.6％の上昇とな

り、生鮮食品及びエネルギーを除く総合

は同2.7％の上昇となった。

・費目別の動きをみると、食料や教養娯楽

などで上昇し、光熱・水道などで下落した。

32カ月連続で上昇

・倒産件数は３件で前年同月と同数となっ

た。業種別では、建設業１件、製造業１件、

サービス業他１件となった。

・負債総額は１億8,800万円で、前年同月比

36.1％減となった。

件数は同数、負債総額は減少

・広告収入（マスコミ：３月）は、前年同月比

4.6％増と３カ月連続で前年を上回った。

・春休みシーズンで旅行やレジャー関連の

広告が増加した。

３カ月連続で増加
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「お家で簡単に副業ができます。１日１万円～
４万円を稼げます」
このようなメッセージを目にしたことはありま

せんか。SNSなどの案内で副業を始める場合は、
犯罪に巻き込まれないように注意する必要がありま
す。全国的に特殊詐欺は増加傾向にあり、犯罪と知
りながら詐欺行為に加担しているケース以外にも、
純粋に副業だと信じて犯罪に気づかないまま加担し
てしまっているケースがあるからです。
「副業詐欺」の一つに「自分の口座に複数名から
振り込みを受け、その資金を別の口座へ振り込む」
事例があります。この場合、知らぬうちに「自分の
口座を振り込め詐欺口座として利用」されている可
能性があります。犯罪で得た収益を他人名義の口座
を利用して、出所や所有者がわからないようにする
行為を「マネーローンダリング」と言います。預金
口座が振り込め詐欺に利用された場合、口座が凍結
されるなど銀行との取引が難しくなります。
近年は多種多様な方法による詐欺が増えており、

沖縄でも身近に発生しています。被害者にならない
だけでなく、自身が犯罪に加担しないためにも①自
分の口座を人に渡さない②口座の動きに関心を持つ
( 見知らぬ人からの入金がないか ) ③「短期間で簡
単に稼げる」「口座買い取ります」など甘い言葉に
疑いを持つ―よう注意してください。
SNSが身近になった生活の中には犯罪に関わる

情報も紛れています。判断に迷うときは警察など専
門の窓口へご相談ください。

災害に対する備えはありますか。日本各地では
多くの地震が発生しており、沖縄地方においても４
月に津波警報が発令され、改めて防災に対する意識
が高まるきっかけになったと思います。
災害への対策として、各自治体が策定している

防災計画がありますが、災害発生時は自治体だけで
はなく、地域の皆さま、企業の協力が必要となりま
す。その準備として地域防災協定があります。
地域防災協定とは、各自治体が策定する地域防

災計画に基づき、自治体同士または自治体と民間企
業が締結する災害時の救援協定のことを指します。
具体的な内容は個別の協定書に定められ、それに基
づき災害時の救援活動が行われます。５月に移転
オープンする琉球銀行諸見支店の新店舗も沖縄市と
協定を結んでおり、災害時に電源を供給できる一時
的な避難場所として利用することができます。
災害時には、地域の皆さまや企業、各自治体が

力を合わせて対応することが大切です。防災協定は、
災害が起きた時に素早く助け合うための約束です。
どの機関が何をするのか、互いの役割をわかりやす
く定め、資源の共有や情報の連携を助けます。
災害はいつどこで起こるか分かりません。定期

的な訓練の実施、準備をすることで私たちはより強
く、困難に立ち向かえる社会をつくることができま
す。地域の安全、自分自身、家族を守るために、私
たちが準備できることはたくさんあります。この機
会に改めて考えてみてはいかがでしょうか。

防災計画と協定 SNS副業詐欺

琉球銀行　営業統括部　調査役
五月女　友彦

琉球銀行　リスク統括部　調査役
志良堂　夢子

～地域と自治体 共に救援～ ～気付かずに加担も注意～
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沖縄タイムスに掲載のコラム　 [ 注：所属部署、　役職は執筆時のものです。]

中小機構をご存知でしょうか。正式名称は、「独
立行政法人中小企業基盤整備機構」と言います。国
の中小企業施策の中核的な実施機関として、中小企
業やその他の事業者の多岐にわたる課題解決や経営
基盤の強化、成長に向けた取り組みをサポートして
います。
具体的には中小企業やその他の事業者への助言、

中小企業診断士など専門家の派遣、研修、資金の貸し
付けや債務保証、出資や助成、地域における施設整備
の支援、共済制度の運営等を行っており、地域経済
の活性化と発展に寄与することを目的としています。
日本における中小企業の割合は全企業数の99.7％

を占め、中小企業で雇用されている従業者数は全従業
者数の69.7％と、日本の従業者の約7割が中小企業
で雇用されています。　このように、中小企業は日本
の経済と雇用の大部分を支える存在であり、私たちに
欠かせない財やサービスの提供を行っています。地域
で特に大きな存在で、中小企業の成長が地域経済の活
性化と新陳代謝をもたらし、地域の発展につながって
います。
新型コロナの感染拡大や諸外国の紛争などにより、

ここ数年で中小企業を取り巻く環境は大きく変化して
います。物価高騰、人手不足、賃上げ、価格転換、設
備投資などの経営課題を抱えている中小企業も少なく
ありません。
県内においては、沖縄産業支援センター（那覇市）

内に中小機構の沖縄事務所があります。課題の早期解
決のために、支援機関の活用を検討してみてはいかが
でしょうか。

中小機構

琉球銀行　法人営業部　調査役
玉城　正人

～経営支援へ多彩な施策～

障害者差別解消法の改正に伴い、障がいのあ
る人の社会的なバリアーを取り除くため、民間事
業者も必要な対応をする「合理的配慮の提供」が
2024年4月に義務化されました。観光分野でも、
超高齢化という社会背景もあり「すべての人が楽し
めるように創られた旅行であり、高齢や障がい等の
有無にかかわらず、誰もが気兼ねなく参加できる旅
行（ユニバーサルツーリズム＝UT）」が進んでい
ます。
観光分野での具体的な対応としては、身体に不

自由があってもアクセスしやすい交通手段、バリア
フリーの観光環境や設備などハード面の整備に加
え、UTに関する意識向上などがあります。
県は07年に日本で初めて観光バリアフリー宣

言したUTの先進地です。ポータルサイトには旅行
者向けのバリアフリー情報や、事業者向け案内が掲
載され、那覇空港にも「しょうがい者・こうれい者
観光案内所」が設置され受け入れ態勢を整えていま
す。民間においても、青く美しい海を安全に体験で
きるよう、一人一人に適したダイビング方法を提案・
実践する「アダプティブダイビング」など、活動の
輪が広がっています。
旅行者としての高齢者や障がい者の潜在的需要

は高く、今後「合理的な配慮」という観点から、多
様な旅行者のニーズに応えていくことで、UTの市
場規模も拡大することが示されています。これから
もさまざまなニーズをくみ取りながらUTを推進
し、誰もが楽しめる優しい島として沖縄ファンを増
やしていきたいものです。

ユニバーサル
ツーリズム

りゅうぎん総合研究所　取締役調査研究部長
宮国　英理子

～優しい旅 先進地沖縄で～
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引当金の会計と税務の違い

　経営情報　　　　　　提供：太陽グラントソントン税理士法人
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決算書に、引当金を計上している会社は数多くあります。引当金は、将来見込まれる費用または損

失の発生に備えて計上されますが、改めて会計と税務の計上の違いを記載します。

会計上の引当金

会計上の引当金は、下記の 4 要件を満たす場合に、適正な期間損益計算を目的として、将来発生が

見込まれる費用または損失のうち、当期の負担分を当期の費用または損失として損益計算書に計上し

ます。

① 将来の特定の費用又は損失であること

② その発生が当期以前の事象に起因すること

③ 発生の可能性が高いこと

④ その金額を合理的に見積もることができること

引当金の残高は貸借対照表に計上されますが、引当金の性質はつぎの 2 つに分かれます。

●評価性引当金：将来の損失に備えるために資産から控除される引当金。

貸倒引当金 売掛金や貸倒れのリスクを考慮して、将来の回収予測を勘案し計上

投資損失引当金 株式や債券などの投資により発生する損失に備えて計上

●負債性引当金：将来の支出・費用に備えるために計上する引当金。

(役員) 賞与引当金 役員又は従業員に係る賞与の支払いに備えて計上

(役員) 退職給付引当金 役員又は従業員に係る退職金の支払いに備えて計上

修繕引当金 建物や設備などに係る修繕・保守費用の支払いに備えて計上

返品調整引当金
当期売上げの商品につき、返品が予想される商品の利益部分を過去の経

験や類似商品の返品率、不良率などに基づいて計上

ポイント引当金 将来のポイント利用やポイントの有効期限切れに伴う債務を予測し計上

税務上の引当金

一方で税務上の引当金は、資本金１億円以下の法人等一定の法人において貸倒引当金のみ損金算入

が認められています。また、既に税務上廃止が決定した返品調整引当金は、経過措置として一定金額

のみ損金算入がされます。税務上は、この２つ以外の引当金繰入について損金算入は認められていま

せん。

貸倒引当金 業種により債権の 3/1000～10/1000 まで損金算入可能

返品調整引当金
各事業年度における売掛金等に返品率および売買利益率を乗じた金額

に、経過措置の期間に応じて 1/10 ずつ縮小した金額が損金算入可能

お見逃しなく！

引当金と類似するものとして、「中小企業事業再編投資損失準備金」「海外投資等損失準備金」など

が定められています。これらの準備金の積立金額は損金の額に算入できますが一定期間据置き後もし

くは取り崩したタイミングで益金の額に算入されます。
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沖縄県内の主要金融経済指標

注 )県内金融機関の預金残高は、19年 2月分より日本銀行（本店）ホームページ上で公表している県内預金合計に遡及改訂した。

注 ) 鉱工業生産指数は暦年ベース。暦年値、前年比は原指数の増減率。　2019 年 4月より 2015 年＝100に改定された。

注 ) 貿易概況は、暦年ベース。

注) 銀行券増減は、端数調整により一致しない場合がある。

注) 貸出金利は、暦年ベース。
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■令和４年
11月 No.637 経営トップに聞く　株式会社上咲組
（RRI no.196） 企業探訪　株式会社イメイド
 特集1 沖縄のSociety5.0を考える
 特集2 県内在留外国人の動向

12月 No.638 経営トップに聞く　株式会社沖縄スイミングスクール
（RRI no.197） 企業探訪　株式会社アイノン
 特集1 沖縄のSociety5.0を考える
 特集2 本土復帰後の50年における県内個人消費の
 　　　動向について

■令和５年
１月 No.639 経営トップに聞く　株式会社ゆがふホールディングス
（RRI no.198） 特集1 沖縄のSociety5.0を考える
 特集2 沖縄県における借家世帯の動向について
 特集3 沖縄県経済2022年の回顧と2023年の展望

２月 No.640 経営トップに聞く　株式会社 光貴
（RRI no.199） 特集1 沖縄のSociety5.0を考える
 特集2 本土復帰後の県内観光の動向

３月 No.641 経営トップに聞く　株式会社開成
（RRI no.200） An Entrepreneur　合同会社ブラッサム
 特集 沖縄のSociety5.0を考える

４月 No.642 経営トップに聞く　株式会社沖縄環境保全研究所
（RRI no.201） 

５月 No.643 経営トップに聞く　株式会社A&S
（RRI no.202） 特集1 県内ゴルフ場の状況とゴルフツーリズムの可能性
 特集2 2022年度の沖縄県経済の動向

６月 No.644 経営トップに聞く　一般社団法人OGU未来者
（RRI no.203） 特集1 okinawa society5
 特集2 沖縄県の主要経済指標

７月 No.645 経営トップに聞く　株式会社 長嶺産業
（RRI no.204） 特集1 沖縄におけるサイクリスト誘客効果の推計
 特集2 okinawa society5

８月 No.646 経営トップに聞く　三栄工業株式会社
（RRI no.205） 特集1 沖縄県内におけるレンタカー業界の動向と
　　　　　　　　　   充足率推計
 特集2 コロナ禍での県内景気と労働市場の動向

９月 No.647 経営トップに聞く　株式会社すこやかホールディングス
（RRI no.206） 特集1 県内の観光目的税導入を巡る動向と導入に
　　　　　　　　　   向けた提言
 特集2 沖縄県内における2023年プロ野球
　　　　　　　　　   春季キャンプの経済効果

10月 No.648 経営トップに聞く　株式会社琉球光和
（RRI no.207） 特集 okinawa society5

11月 No.649 経営トップに聞く　株式会社仲本工業
（RRI no.208） 特集 防衛省関連予算の推移と経済効果について

12月 No.650 経営トップに聞く　社会医療法人仁愛会
（RRI no.209） 特集1 県内の一般廃棄物処理の状況と資源循環
 　　　（リサイクル）推進に向けた提言
 特集2 沖縄県と全国の所得格差についての分析

■令和６年
１月 No.651 経営トップに聞く　医療法人HSR
（RRI no.210） 特集1 県内在留外国人の動向と多文化共生社会の
 　　　実現に向けた提言
 特集2 沖縄県経済2023年の回顧と2024年の展望

２月 No.652 経営トップに聞く　琉球フットボールクラブ株式会社
（RRI no.211） 特集1 沖縄県の労働需給問題について
 特集2 高齢化による沖縄の社会経済の構造変化

３月 No.653 経営トップに聞く　株式会社レイメイコンピュータ
（RRI no.212） 企業探訪　株式会社立神鐵工所
 特集1 沖縄県内におけるカーシェアリング市場の動向
 特集2 労働基準法改正が県内企業に及ぼす影響
          （2024年問題）

４月 No.654 経営トップに聞く　ニッシン株式会社
（RRI no.213） 特集 台湾における自転車利用促進に向けた取組み

５月 No.655 経営トップに聞く　琉球スポーツアカデミー株式会社
（RRI no.214） 特集1 宮古島市の観光と水問題について
 特集2 沖縄県のデジタルツイン実現に向けた３D
　　　　　　　　　  都市モデル整備と活用促進
 特集3 2023年度の沖縄県経済の動向

特集レポートバックナンバー

CON T E N T S

No.6566
2024

経営トップに聞く
学校法人興南学園
～文武両道を目指し、豊かな「人間力」の育成に取り組み、次世代のリーダーを育てる～
理事長　 我喜屋　優 氏

企業探訪
株式会社琉佐美
～「ネイルを通じて女性の自立を応援したい」
　　　ネイル業界の発展を女性の力で牽引するべく、挑戦を続ける～
代表取締役　 トンケリー　美由紀 氏

特集 沖縄県の主要経済指標 

アジア便り 台湾  
～WUB台湾・台湾伝統芸能について～
レポーター：金城 俊（琉球銀行法人事業部）
則和企業管理顧問有限公司（琉球銀行業務提携先/台湾現地コンサルタント会社）へ赴任中

新時代の教育研究を切り拓く
沖縄のイノベーションハブへの道を開く新施設
沖縄科学技術大学院大学 コミュニケーション・広報ディビジョンメディアセクション

（同大学のHP記事より許可を得て転載）

県内大型プロジェクトの動向166

行政情報174
内閣府沖縄総合事務局経済産業部

沖縄県の景気動向（2024年4月）
～景気は、緩やかに拡大している（8カ月連続）～

学びバンク
・防災計画と協定　～地域と自治体　共に救援～

  琉球銀行　営業統括部　調査役　五月女　友彦

・SNS副業詐欺　～気付かずに加担も注意～

  琉球銀行　リスク統括部　調査役　志良堂　夢子

・中小機構　～経営支援へ多彩な施策～

  琉球銀行　法人営業部　調査役　玉城　正人 

･ユニバーサルツーリズム　～優しい旅　先進地沖縄で～

  りゅうぎん総合研究所　取締役調査研究部長　宮国　英理子

経営情報 引当金の会計と税務の違い
　　　　　　　　　　 提供　太陽グラントソントン税理士法人

県内の主要金融経済指標
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表紙写真：志良堂猛史(りゅうぎん総合研究所)　撮影地：大宜味村バス停(大宜味村)
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